
施策目標（テーマ）

研究振興局 基礎研究振興課
（科学技術・学術政策局研究
開発基盤課量子放射線研究
推進室）

 

達成手段

達成手段
（事業・税制措置・諸会議等）

２３年度
補正後
予算額
（千円）

２４年度
補正後
予算額
（千円）

２５年度
当初予
算額
（千円）

行政事業
レビュー
シート
番号

関連する
指標

担当課

光・量子科学研究拠点
形成に向けた基盤技術
開発

1,325,4
89

1,316,0
40

1,656,5
48

０３１１ １、２

科学技術・
学術政策局
研究開発基
盤課

数学・数理科学と諸科
学・産業との協同による
イノベーション創出のた
めの研究促進プログラ
ム

- 20,000 48,130 ０３１３ ３
研究振興局
基礎研究振
興課

事業

２３年度
補正後
予算額
（千円）

２４年度
補正後
予算額
（千円）

２５年度
当初予
算額
（千円）

行政事業
レビュー
シート
番号

関連する
指標

担当課

独立行政法人理化学研
究所運営費交付金に必

要な経費

〈58,377
,907〉の

内数

〈58,076
,117〉の

内数

〈55,329
,951〉の

内数
０１９５

新興・融
合領域の
研究開発
の推進

研究振興局
基礎研究振
興課

独立行政法人理化学研
究所施設整備に必要な

経費

<956,09
3>

<
9,362,9

50>

<370,00
0>

０１９６

新興・融
合領域の
研究開発
の推進

研究振興局
基礎研究振
興課

独立行政法人科学技術
振興機構運営費交付金
に必要な経費
「戦略的創造研究推進
事業」

〈56,749
,200〉の

内数

〈54,543
,700〉の

内数

〈62,547
,690〉の

内数
０２３２

新興・融
合領域の
研究開発
の推進

研究振興局
基礎研究振興課
科学技術・学術政策
局
人材政策課
研究開発局
環境エネルギー課

社会的・経済的ニーズを踏まえ、トップダウンで定めた方針の下、組織の枠を超えた時限的な
研究体制（バーチャル・ネットワーク型研究所）を構築し、我が国の重要課題の達成に貢献する
新技術の創出に向けた研究開発を推進する。

達成手段の概要

【施策の概要】
　幅広い応用可能性を
有する新たな先端的融
合領域を積極的に発掘
し推進することにより、
わが国の科学技術・学
術の高度化・多様化、ひ
いては社会ニーズへの
応対と経済社会の発展
を図る。

【成果指標（アウトカム）】
①　本事業に参画している若手人材による、事業を通じた研究成果の論文等掲載数（累計）
（件）
（２４年度実績：４１３　/目標：２５年度４９０）

【活動指標（アウトプット）】
②　若手人材の事業参画者数（累計）（人）
（２４年度実績：３７０　/目標：２５年度・５００）

理化学研究所の設置する研究所施設の整備充実を図るため、研究所が行う研究所施設の整
備に要する経費に対し補助を受け、もって科学技術に関する試験及び研究等の業務を総合的
に行うことにより、科学技術の水準の向上を図ることを目的とする。

理化学研究所は、我が国における最大規模かつ最高水準の自然科学全般に関する総合的研
究機関として、科学技術による政策課題の解決に迅速かつ継続的に貢献する必要がある。そ
のため、将来の国家戦略を先導する新分野の開拓に向けた先端的・融合的基礎研究を実施
し、その成果を研究所内外へ展開・発展させるとともに、最先端研究を支える最先端研究基盤
の開発・高度化を行う。

（参考）関連する独立行政法人の事業

達成手段の概要

３　数学・数理科学研究者と諸科学・産
業における研究者とが議論する場を形
成し、両者の協働作業により課題（ニー
ズ）を発掘し、研究テーマの抽出につな
げる。

【成果指標（アウトカム）】
①　諸科学・産業の課題に対する数理的手法を活用した解決方法提案件数
　（２３年度実績： - /目標：２５年度・５）

【活動指標（アウトプット）】
②　研究集会等を開催する数（回）
　（２３年度実績： ２２ /目標：２５年度・４０）

数学・数理科学的知見を活用して諸科学や産業における様々な課題の解決に貢献し、新たな
価値（数学イノベーション）を生み出す枠組みを構築するため、数学・数理科学研究者と諸科
学・産業における研究者とが議論する場を形成し、両者の協働作業により課題（ニーズ）の発
掘から、研究テーマの抽出や研究への発展支援を行う。

８　新興・融合領域
の研究開発の推
進

全国に散在する光科学技術・量子ビーム技術のポテンシャルを結集し、光・量子科学技術分野
の研究開発課題を国として戦略的・積極的に実施するとともに、次世代の光・量子科学技術を
担う若手人材の育成等を図ることにより、先端科学技術分野や産業分野での革新的な成果を
創出することを目指す。

１　光・量子科学技術分野のシーズと各
分野産業界のニーズを結合させるた
め、光科学技術と量子ビーム技術の融
合連携した先導的利用研究による成果
創出や、世界をリードする最先端光源
や計測技術の開発が行われる。

２　ネットワーク型の研究拠点の構築等
を通じて、次世代の光・量子科学技術
を担う若手人材が育成される。

【活動指標（アウトプット）】
②　事業を通じた研究成果の学会等発表・論文等掲載数（累計）（件）
（２４年度実績：５４９５/目標：２５年度６５５０）

【成果指標（アウトカム）】
①　成果の活用状況
（実績：活用事例／目標：事業を通じて開発された技術を活用して、社会のニーズに対応する
研究成果が生み出される）

施策目標に関する中長期的な達成目標と指標（平成２５年度に実施する施策）

政策目標９　科学技術の戦略的重点化

達成目標 主な成果指標（アウトカム）／活動指標（アウトプット）


